
松森　和人 氏
2010 年秋にまちの防災研究会
を発足し、災害から命を守るた
めの地域の防災力向上を目標に
活 動 を 展 開。 毎 年 100 回 近 い
講 演 や 研 修 会・ ワ ー ク シ ョ ッ
プ な ど を 通 し、 防 災・ 減 災 の
重要性を各地域で訴えている。

　集落ときめき活動事業補助金の活用状況について

　「防災に強い集落づくり」セミナーを動画で配信します！

令和元年度 令和２年度 合計
交付件数 延べ 23 件 延べ 40 件 65 件
　うち連携事業数 ０事業 ２事業（４地区） ２事業（４地区）
交付額 389 万 8000 円 893 万 2000 円 1283 万円

事業費総額 609 万 7701 円 1366 万 5057 円 1976 万 2758 円

水道料金・下水道使用料を改定します
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　コロナ禍における災害時の避難について、どうすべきか学ぶため
の動画を市のホームページに掲載しています。災害時の備えとして
ぜひ、ご視聴ください。

「新型コロナウイルス感染が収束しない中での災害時の避難について」
内　容　① 災害に対する心構え：約８分　② 避難の基本的な考え方：約 18 分

③ 避難計画の考え方：約 18 分　④ まとめ：約３分
講　師　特定非営利活動法人まちの防災研究会

理事長　松森　和人 氏
その他　視聴する場合は、市のホームページあるいは、

ＱＲコードからアクセスしてください。 ▲ 視聴はこちら

主な補助内容
・コスモス畑の整備や花桃の植樹
・皆が集いやすい場づくりとして

集会場の空調整備や座椅子など
の整備

・区民が参加する講習会の実施
・防犯カメラの設置　など

区　分 新料金 現　行

基本料金（10㎥まで） 1,300 円 1,100 円

超過料金（１㎥につき） 165 円 155 円

区　分 新使用料 現　行

一般汚水

基本使用料（10㎥まで） 1,400 円 1,200 円

超過使用料（１㎥につき）

10㎥から 30㎥まで 135 円 125 円

30㎥から 50㎥まで 145 円 135 円

50㎥から 100㎥まで 155 円 145 円

100㎥以上 165 円 155 円

公衆浴場
汚水

基本使用料（10㎥まで） 1,400 円 1,200 円

超過使用料（１㎥につき）

10㎥以上 65 円 60 円

温泉汚水 １鉱泉井につき 28,500 円 26,000 円

■ 下水道使用料

■ 水道料金

　新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、６
カ月間延期していた水道料金および下水道使用
料の改定については、令和３年４月１日からの
利用分から改定となります。
　なお、芦原温泉上水道財産区給水区域につい
ても、水道料金を４月１日から改定します。詳
しくは、芦原温泉上水道財産区にお問い合わせ
ください。

問合せ　上下水道課　総務経理Ｇ　☎ 73-8036
芦原温泉上水道財産区　　☎ 77-2349
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